
(57)【要約】

【課題】本発明はユーザの異なる需要によって、主体部

の高度を調節することができる液晶表示装置を提供する

ことを目的とする。

【解決手段】主体部と、台座とを有し、前記台座は互い

に接続される頚部と第１ベースとを備える液晶表示装置

であって、前記液晶表示装置はスライディング・カバー

をさらに備え、該スライディング・カバーは、一端が前

記主体部に回転接続されており、且つ、第１位置から第

２位置の間で滑るように前記台座の頚部に固定される。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 主 体 部 と 、 台 座 と を 有 し 、 前 記 台 座 は 互 い に 接 続 さ れ る 頚 部 と 第 １ ベ ー ス と を 備 え る 液
晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 は ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー を さ ら に 備 え 、 該 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー
は 、 該 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー の 一 端 が 前 記 主 体 部 に 回 転 接 続 さ れ て お り 、 且 つ 、 第 １ 位
置 か ら 第 ２ 位 置 の 間 で 滑 る よ う に 前 記 台 座 の 頚 部 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー は 前 記 第 １ ベ ー ス と 対 応 す る 第 ２ ベ ー ス を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー は 前 記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー を 前 記 頚 部 の 異 な る 位 置 に
固 定 す る た め の フ ァ ス ナ ー を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 頚 部 は 二 つ の 支 持 ア ー ム を 有 し 、 該 二 つ の 支 持 ア ー ム の 間 は バ ー に よ っ て 接 続 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー は 一 つ の 透 か し 部 と 、 複 数 の ロ ッ ク 孔 と を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ァ ス ナ ー は バ ッ フ ル と 、 回 転 軸 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー は 、 前 記 ロ ッ ク 孔 に よ っ て 固 定 す る 上 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・
カ バ ー と 、 下 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー と を 有 し 、 前 記 バ ッ フ ル と 回 転 軸 は 上 方 ス ラ イ デ
ィ ン グ ・ カ バ ー と 下 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー と の 間 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ァ ス ナ ー は 、 回 転 軸 に 設 け ら れ た 押 さ え ボ ー ド を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 係 り 、 特 に 、 高 度 を 調 整 す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 軽 量 、 薄 型 、 低 電 力 消 費 の 機 能 を 持 ち 、 現 状 の Ｃ Ｒ Ｔ 表 示 装 置 の 代 替
、 又 は 、 パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ 、 ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 、 テ レ ビ 表 示 用 等 の 各 種 表 示 装 置
と し て 利 用 さ れ て 注 目 を 浴 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 在 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 使 い 勝 手 の 良 さ を 与 え る た め に 、 ス タ ン ド 部 と 主 体 部 と を 接 続
す る 部 分 に 設 置 さ れ た ヒ ン ジ に よ っ て 、 液 晶 表 示 装 置 の 主 体 部 を 回 転 し 、 前 記 液 晶 表 示 装
置 の 主 体 部 と ス タ ン ド 部 と の 傾 く 角 度 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 一 種 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 台 座 ２
と 、 頚 部 ４ と 、 ヒ ン ジ ６ と 、 主 体 部 ８ と を 備 え る 。 前 記 頚 部 ４ は 台 座 ２ に 設 置 さ れ る 。 前
記 ヒ ン ジ ６ は 頚 部 ４ に 設 置 さ れ る 。 主 体 部 ８ は ヒ ン ジ ６ に よ っ て 頚 部 ４ に 接 続 さ れ る 。 前
記 主 体 部 ８ は ヒ ン ジ ６ に よ っ て 台 座 ２ に 対 し て 回 転 す る こ と が で き 、 従 っ て 、 主 体 部 ８ と
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台 座 ２ と の 傾 く 角 度 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 主 体 部 ８ と 台 座 ２ と の 傾 く 角 度 だ け を 調 節 す る こ と が
で き 、 ユ ー ザ の 需 要 に よ っ て 、 主 体 部 ８ の 高 度 を 調 節 で き な く 、 異 な る 需 要 が あ る ユ ー ザ
に 、 使 い 勝 手 の 良 さ を 与 え る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 前 記 の こ う し た 課 題 を 解 決 し 、 高 度 を 調 節 す る こ と が で き る 液 晶 表 示
装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 主 体 部 と 、 台 座 と を 備 え 、 前
記 台 座 は 互 い に 接 続 さ れ る 頚 部 と 第 １ シ ー ト と を 有 し 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は さ ら に ス ラ イ
デ ィ ン グ ・ カ バ ー を 備 え 、 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー の 上 端 は 前 記 主 体 部 に 接 続 さ れ て お り
、 且 つ 、 前 記 台 座 の 頚 部 に 固 定 さ れ て お り 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 の 間 で ス ラ イ デ ィ ン グ
・ カ バ ー と 頚 部 と は 相 対 的 に 滑 る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ユ ー ザ の 異 な る 需 要 に よ っ て 、 主 体 部 の 高 度 を 調 節 で き 、 且
つ 、 物 を 挟 む ク リ ッ プ と し て 使 用 さ れ る こ と に よ り 、 主 体 部 を あ る 物 に 固 定 し 、 空 間 を 有
効 的 に 利 用 す る よ う に 液 晶 表 示 装 置 を 置 く こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 ９ は 、 主 体 部 １ ０
と 、 枢 設 部 １ ２ と 、 ス タ ン ド 部 １ ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の ス タ ン ド 部 の 分 解 図 で あ る 。 前 記 ス タ ン ド 部 １ ４ は
、 台 座 １ ６ と 、 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ と を 備 え る 。 前 記 台 座 １ ６ は 、 頚 部 ２ ２ と 第
１ ベ ー ス ２ ４ を 備 え る 。 前 記 頚 部 ２ ２ は 、 二 つ の 支 持 ア ー ム ３ ６ を 有 し 、 前 記 二 つ の 支 持
ア ー ム ３ ６ の 間 は バ ー ３ ８ に よ っ て 接 続 さ れ る 。 前 記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ は 、 上
方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ２ ８ と 、 下 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ３ ０ と 、 フ ァ ス ナ ー ２ ０
と を 備 え て い る 。 前 記 フ ァ ス ナ ー ２ ０ は 、 バ ッ フ ル ３ ２ と 、 回 転 軸 ３ ４ と 、 押 さ え ボ ー ド
４ ４ と を 有 す る 。 前 記 押 さ え ボ ー ド ４ ４ は 回 転 軸 ３ ４ に 設 け ら れ 、 前 記 押 さ え ボ ー ド ４ ４
の 回 転 に 伴 っ て 回 転 軸 ３ ４ も 回 転 さ れ る 。 前 記 バ ッ フ ル ３ ２ 及 び 回 転 軸 ３ ４ は 、 上 方 ス ラ
イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ２ ８ と 下 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ３ ０ と の 間 に 固 定 さ れ る 。 前 記 上
方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ２ ８ は 第 ２ ベ ー ス ２ ６ を 備 え 、 該 第 ２ ベ ー ス ２ ６ は 第 １ ベ ー ス
２ ４ と 対 応 し て 設 置 さ れ る 。 前 記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ は 、 さ ら に 、 一 つ の 透 か し
部 ４ ０ と 、 複 数 の ロ ッ ク 孔 ４ ２ と を 備 え る 。 前 記 複 数 の ロ ッ ク 孔 ４ ２ に よ っ て 、 上 方 ス ラ
イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ２ ８ と 、 下 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ３ ０ と を 固 定 さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の フ ァ ス ナ ー ２ ０ を 開 け た 際 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
図 ５ は 、 図 ２ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の フ ァ ス ナ ー ２ ０ を 閉 じ た 際 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 前
記 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ は 頚 部 ２ ２ に 設 置 さ れ て お り 、 且 つ 、 第 １ 位 置 （ 図 ２ に 示
し た 位 置 ） と 第 ２ 位 置 （ 図 ５ に 示 し た 位 置 ） の 間 で 滑 る こ と が で き る 。 前 記 第 １ 位 置 と は
、 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ が 台 座 １ ６ の 第 １ ベ ー ス ２ ４ に 向 か っ て 滑 動 さ れ 、 上 方 ス
ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー ２ ８ の 第 ２ ベ ー ス ２ ６ と 台 座 １ ６ の 第 １ ベ ー ス ２ ４ と が 重 な り 合 わ
れ た 際 の 状 態 を 指 す 。 一 方 、 前 記 第 ２ 位 置 と は 、 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ が 登 ら れ 、
ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ の 透 か し 部 ４ ０ が 頚 部 ２ ２ の バ ー ３ ８ に 当 接 さ れ た 際 の 状 態
を 指 す 。 前 記 押 さ え ボ ー ド ４ ４ を 開 け た 場 合 、 前 記 回 転 軸 ３ ４ は バ ッ フ ル ３ ２ を 解 放 し 、
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バ ッ フ ル ３ ２ は 頚 部 ２ ２ の 支 持 ア ー ム ３ ６ か ら 離 れ 、 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ と 頚 部
２ ２ と は 相 対 的 に 滑 る こ と が で き る 。 前 記 押 さ え ボ ー ド ４ ４ を 閉 じ た 場 合 、 回 転 軸 ３ ４ は
バ ッ フ ル ３ ２ に 当 接 さ れ 、 ま た 、 バ ッ フ ル ３ ２ は 支 持 ア ー ム ３ ６ に 当 接 さ れ 、 ス ラ イ デ ィ
ン グ ・ カ バ ー １ ８ を 頚 部 ２ ２ に 固 定 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 ９ の ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ と 頚 部 ２ ２ と は 相 対 的 に 滑 る こ と に
よ り 、 ユ ー ザ の 異 な る 需 要 に 応 じ て 、 主 体 部 １ ０ の 高 度 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 ９ の ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー １ ８ と 頚 部 ２ ２ と が 相 対 的 に 滑 る
こ と に よ り 、 第 １ ベ ー ス ２ ４ と 第 ２ ベ ー ス ２ ６ と の 間 隔 を 調 節 で き 、 第 １ ベ ー ス ２ ４ と 第
２ ベ ー ス ２ ６ と が 、 物 を 挟 む ク リ ッ プ と し て 使 用 さ れ 、 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 ９ の 主
体 部 １ ０ を あ る 物 に 固 定 し 、 空 間 を 有 効 的 に 利 用 す る よ う に 液 晶 表 示 装 置 ９ を 置 く こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の フ ァ ス ナ ー を 開 け た 際 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の ス タ ン ド 部 の 分 解 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 す 液 晶 表 示 装 置 の フ ァ ス ナ ー を 閉 じ た 際 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ２ 　 台 座
　 ４ 　 頚 部
　 ６ 　 ヒ ン ジ
　 ８ 　 主 体 部
　 ９ 　 液 晶 表 示 装 置
　 １ ０ 　 主 体 部
　 １ ２ 　 枢 設 部
　 １ ４ 　 ス タ ン ド 部
　 １ ６ 　 台 座
　 １ ８ 　 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー
　 ２ ０ 　 フ ァ ス ナ ー
　 ２ ２ 　 頚 部
　 ２ ４ 　 第 １ ベ ー ス
　 ２ ６ 　 第 ２ ベ ー ス
　 ２ ８ 　 上 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー
　 ３ ０ 　 下 方 ス ラ イ デ ィ ン グ ・ カ バ ー
　 ３ ２ 　 バ ッ フ ル
　 ３ ４ 　 回 転 軸
　 ３ ６ 　 支 持 ア ー ム
　 ３ ８ 　 バ ー
　 ４ ０ 　 透 か し 部
　 ４ ２ 　 ロ ッ ク 孔
　 ４ ４ 　 押 さ え ボ ー ド
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